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２ 地域公共交通アンケート調査の実施 

２－１ 町民アンケート調査 
 中井町民を対象に日常的な交通行動、公共交通の利用状況や改善ニーズ、新しい交通システムの利用

意向などを把握することを目的にアンケート調査を行った。 

 

    ■町民アンケート調査概要 

調査方法 調査対象者：住民基本台帳から無作為抽出 15歳以上の町民 1,000人対象 

調査方法：郵送配布、郵送回収 

調査期間：平成 23年９月中旬～９月下旬 

回収状況 配布数：1,000票、回収数：539票（回収率：53.9％） 

 ※中村上地区 69票、中村南地区 59票、中村下地区 104票、境地区 44票、井ノ口上地

区 77票、井ノ口中地区 118票、井ノ口下地区：66票、地区名無回答 2票 

調査項目 ○回答者の属性（住まいの地区、性別、年齢、職業、運転免許証の有無） 

○生活環境（所有または専用で使える乗り物、世帯の自動車保有台数、家族で自動車を運

転できる人の有無） 

○外出行動（主な外出目的、外出頻度、外出先・所在地、交通手段、鉄道利用、外出・帰

宅時間、交通行動の不便さの程度） 

○路線バスの利用状況及び満足度（自宅から最寄のバス停までの距離、利用しやすくする

ための施策、利用頻度、利用目的、バスを利用する理由、運行サービスに対する満足度、

今よりも便利になった場合の利用意向） 

○新しい交通システムの利用意向（デマンド型交通を導入する場合の運行エリアと利用意

向、行きたい場所と利用目的） 

〇自由意見 

 

    ■地区区分図 
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（１）外出行動 

  ①主な外出目的 

   外出目的は、「買い物」が 35.5％と最も多く、次いで「通勤」が 32.7％、「通院」が 10.3％の順

となっている。外出目的は、年齢別でみると 10歳代は「通学」、20～50歳代は「通勤」、60歳以上

は「買い物」が多くなっている。 

 

■年齢×外出目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②主な外出先と施設の所在地 

   町内には、スーパーや病院が少ないため、主な外出先の施設所在地については、「秦野市」が 31.9％

と最も多く、次いで「二宮町」17.4％、「町内」14.1％となっている。地区別にみると、中村地区で

は「小田原市」、井ノ口地区では「平塚市」への外出が他の地区に比べ多くなっている。 

 

    ■地区×外出先の施設所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.1 

17.6 

16.7 

15.0 

14.8 

10.5 

12.9 

12.3 

31.9 

36.5 

19.0 

26.3 

44.4 

36.2 

35.7 

29.6 

17.4 

11.8 

19.0 

23.1 

3.7 

13.3 

17.0 

24.5 

11.7 

17.6 

19.0 

18.1 

1.8 

6.7 

7.0 

9.2 

6.7 

4.7 

4.8 

4.4 

7.4 

11.4 

7.6 

7.1 

1.5 

4.8 

2.5 

0.9 

2.0 

10.5 

7.1 

9.5 

5.6 

13.0 

12.4 

14.6 

12.3 

3.7 

3.5 

4.8 

1.9 

9.3 

4.8 

3.5 

2.0 

2.5 

1.2 

2.4 

3.1 

5.6 

3.8 

1.7 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町全体

中村上地区

中村南地区

中村下地区

境地区

井ノ口上地区

井ノ口中地区

井ノ口下地区

町内 秦野市 二宮町 小田原市 平塚市 大磯町 その他県内 県外 無回答

32.7 

10.5 

46.3 

52.1 

53.2 

51.3 

32.7 

5.0 

4.1 

68.4 

17.1 

3.2 

3.3 

0.9 

0.5 

35.5 

10.5 

17.1 

28.7 

25.6 

30.4 

44.9 

47.0 

10.3 

4.3 

4.4 

6.1 

6.5 

22.4 

7.3 

5.3 

4.9 
1.0 

2.2 

5.2 

6.5 

14.1 

3.4 

5.3 

9.8 

4.3 
1.1 

0.9 

1.9 

4.6 

6.0 

2.4 

6.4 

11.1 

4.3 

6.5 

5.5 

0.7 

2.4 

0.9 

1.0 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町全体

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65歳以上

通勤 通学 買い物 通院 趣味・娯楽 知人と会う その他 無回答



 

- 11 - 

  ③利用交通手段 

   外出時の利用交通手段は、「自家用車を運転」が 68.8％と最も多く、次いで「路線バス」25.4％、

「鉄道」25.2％となっている。地区別にみると、井ノ口中地区と井ノ口下地区で「路線バス」の利

用が多い。年齢別では 10歳代及び 65歳以上の「路線バス」の割合が高くなっている。 

 

    ■外出する際の利用交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④鉄道利用 

   鉄道の利用駅については、「二宮駅」が 47.1％と最も多く、次いで「秦野駅」43.8％となってい

る。境地区においては秦野市に隣接していることから秦野駅に次いで、「渋沢駅」が 11.0％となって

いる。小田原市に隣接する中村地区では「国府津駅」の利用もみられる。 

 

■地区×鉄道利用駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.8

19.7

4.8

25.4

4.6

4.6

5.2

25.2

0.9

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自家用車を運転

自家用車で送迎

徒歩のみ

路線バス

バイク

自転車

タクシー

鉄道

その他

無回答

43.8 

28.6 

31.2 

30.8 

66.6 

48.0 

50.0 

40.6 

47.1 

57.2 

50.0 

65.4 

5.6 

40.0 

46.4 

56.3 

2.1 

7.1 

12.5 

3.8 

1.1 

11.0 

5.9 

7.1 

6.3 

16.8 

12.0 

3.6 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町全体

中村上地区

中村南地区

中村下地区

境地区

井ノ口上地区

井ノ口中地区

井ノ口下地区

秦野駅 二宮駅 国府津駅 渋沢駅 その他
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  ⑤日常の交通行動の不便さ 

   日常の交通行動における不便さは、全体の 52.0％が「大いに感じる（23.8％）」、「ある程度感じ

る（28.2％）」と回答しており、不便と感じている方が半数以上となっている。 

   日常の交通行動の不便さで「大いに感じる」「ある程度感じる」と回答した方の不便と感じる場所

は、「駅」が 78.2％と最も多く、不便さが解消された場合の外出機会の変化については、該当者の

72.2％が「かなり増えると思う（23.6％）」、「ある程度増えると思う（48.6％）」と回答しており、

不便が解消された際の外出機会の増加が見込まれる。 

 

  ■日常の交通行動における不便さの程度 ■地区×不便さが解消された場合の外出機会の変化 

                      （不便さで「①大いに感じる」「②ある程度感じる」と回答した方のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）路線バスの利用状況及び満足度 

  ①自宅から最寄のバス停までの距離 

   自宅から最寄のバス停までの距離は、「300ｍ以内」が 36.0％と最も多く、次いで「100ｍ以内」

が 28.8％となっている。地区別にみると、公共交通空白地域が広く存在する中村上地区では、「500

ｍ以上」の割合が 44.9％と多く、井ノ口上地区でも「500ｍ以内（24.7％）」、「500ｍ以上（15.6％）」

が多くなっている。 

 

    ■地区×自宅から最寄のバス停までの距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.8

20.3

27.1

24.1

65.9

26.0

33.1

18.2

36.0

23.2

42.4

39.4

22.7

28.5

40.7

48.5

17.6

8.7

20.3

25.0

4.6

24.7

15.3

16.7

13.9

44.9

6.8

9.6

2.3

15.6

6.8

12.1

3.7

2.9

3.4

4.5

5.2

4.1

4.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町全体

中村上地区

中村南地区

中村下地区

境地区

井ノ口上地区

井ノ口中地区

井ノ口下地区

100ｍ以内 300ｍ以内 500ｍ以内 500ｍ以上 無回答
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  ②路線バスの運行サービスに対する満足度 

   路線バスの運行サービスに対する満足度は、運行本数及び運行時間帯で「不満」「やや不満」と

感じている方がそれぞれ 60.8％、57.6％と「満足」「やや満足」よりも多い。 

  

    ■路線バスの運行サービスに対する満足度（町全体、ｎ＝212） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③路線バスの利用頻度 

   路線バスの利用頻度は、「ほとんど利用しない」が

57.9％と最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  ④町内の路線バスを利用しやすくするために必要な施策 

   路線バスが利用しやすくなるために必要な施策としては、「運行本数の増便」が 59.9％と最も多

く、次いで「運行時間帯の拡大」31.4％、「運賃が安くなる」21.7％となっている。 

  

    ■路線バスが利用しやすくなるために必要な施策（町全体、ｎ＝212） 

 

 

 

 

 

 

 

59.9

31.4

5.0

21.7

5.9

3.2

3.5

11.1

2.2

8.5

16.0

0 10 20 30 40 50 60 70

運行本数の増便

運行時間帯の拡大

所要時間の短縮

運賃が安くなる

運行時刻の正確さ

バス車両の乗りやすさ

バス停環境の改善

近くにバス停ができる

運行ルートの新設

その他

無回答

2.8

3.3

14.2

8.5

13.7

9.4

31.1

7.5

5.2

14.2

11.3

24.5

12.3

23.1

23.6

27.8

17.5

19.8

16.5

20.3

24.5

35.9

28.3

38.7

19.4

32.6

50.9

39.6

35.4

19.8

24.5

18.9

11.3

8.0

19.8

10.4

21.2

22.2

7.6

8.0

6.6

4.7

5.2

12.7

3.3

5.7

7.5

9.4

10.8

9.4

12.3

8.5

9.9

10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数

運行時間帯

行き先・運行ルート

運賃

運行時刻の正確さ

所要時間

自宅からバス停までの距離

他の交通機関との乗り継ぎ

サービス全般

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答

■路線バスの利用頻度（町全体、ｎ＝212） 
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（３）新しい交通システム（デマンド型交通）の利用意向 

  ①デマンド型交通を導入する場合の運行エリア 

   デマンド型交通を導入する場合の運行エリアとして

は、「買い物・通院など日常生活圏を考慮して、町外

を含めた運行エリアとする」が全地区で過半数を占め

ている。 

 

     

 

 

 

  ②デマンド型交通が導入された場合の利用意向 

   デマンド型交通システムが導入された場合の利用意

向は、「利用したいと思う」が 45.5％と最も多く、特

に公共交通空白地域が点在する中村上地区は56.5％と

半数以上の割合を占めている。 

   年齢別にみると、10 歳代や 65 歳代以上のいわゆる

交通弱者と呼ばれる世代を中心に幅広い世代からデマ

ンド型交通の利用意向がみられる。 

 

 

 

  ③デマンド型交通を利用して行きたい場所 

デマンド型交通を利用して行きたい場所としては、

「秦野駅及び周辺（48.2％）」、「二宮駅及び周辺

（26.1%）」、「病院（22.0%）」、「買い物（18.4%）」の

順で、町内の移動よりも広域利用へのニーズが高い。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

■デマンド型交通を導入する場合の運行エリア 

■デマンド型交通が導入された場合の利用意向 

■デマンド型交通を利用して行きたい場所 

9.4 

48.2 

26.1 

18.4 

22.0 

2.9 

1.6 

0 10 20 30 40 50 60

町内の移動

秦野駅及び周辺

二宮駅及び周辺

買い物

病院

その他

無回答
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２－２ 企業アンケート調査 
  町内企業を対象に、就業者の動向や企業の対応状況を把握することを目的に企業アンケート調査を

行った。 

    ■通勤者アンケート調査概要 

調査期間 平成 23年９月中旬～９月下旬 

調査方法 総務課など窓口へ直接依頼し郵送配布、郵送回収 

調査対象者及び調査票数 町内の企業 12社従業員（１社あたり 10～100票程度） 

調査項目 

○属性（性別、年齢、居住地） 

○通勤の状況（通勤所要時間、通勤時の利用交通手段とその理由、路線バ

スの運行サービスに対する満足度） 

○公共交通の利用（自動車やバイク等から公共交通へ変更する可能性、公

共交通を充実するために必要な施策） 

 

  ①通勤の状況 

   通勤の所要時間は近隣市町からの通勤者が多いため、「30分以内」が 54.6％と最も多く、次いで

「30 分～１時間以内」が 29.5％と、１時間以内の通勤者が約 8 割となっている。通勤時の交通手

段は「自家用車を運転」が 74.8％と最も多く、路線バス利用者は 10.1％にとどまっている。 

    ■通勤所要時間           ■通勤時の利用交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   路線バスに対する満足度は、運行時刻の正確さで「満足」「やや満足」が 33.7%と「やや不満」「不

満」の 23.0％を上回っているものの、各項目で不満度（やや不満、不満）が高く、特に運行本数で

79.4%、運行時間帯で 67.4%と多くなっている。 

    ■路線バスに対する満足度（路線バスを利用したことのある方のみ） 

 

 

 

 

 

合計

１時間
～１時
間30分

9.9%

30分～
１時間
以内
29.5%

30分以
内

54.6%

１時間
30分～
２時間
3.7%

２時間
以上
1.7%

無回答
0.6%

1.6

11.9

3.7

7.7

0.9

10.1

14.3

0.4

0.2

74.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自家用車を運転

自家用車で送迎

企業送迎バス

徒歩のみ

バイク・自転車

タクシー

路線バス

鉄道

その他

無回答

％

1.4 

2.1 

5.9 

4.1 

16.8 

8.3 

12.4 

5.5 

3.4 

4.8 

4.8 

6.9 

8.2 

16.9 

11.4 

6.9 

6.8 

11.0 

14.4 

24.7 

37.6 

57.6 

41.6 

52.2 

36.1 

47.3 

60.3 

36.6 

32.9 

23.4 

19.5 

17.2 

16.8 

19.9 

24.3 

17.8 

42.8 

34.5 

24.1 

9.6 

5.8 

8.6 

22.3 

13.7 

5.8 

1.0 

2.1 

1.0 

1.7 

2.7 

2.4 

2.4 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数

運行時間帯

行き先・運行ルート

運賃

運行時刻の正確さ

所要時間

事業所からバス停までの距離

他の交通機関との乗り継ぎ

サービス全般

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答
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②公共交通の利用意向 

   公共交通が充実して通勤に利用することができるようになった場合、公共交通への変更の可能性

は、「変更するのは難しい」が 34.8％と最も多いものの、「変更してもよい」が 25.2％と全体の４分

の１を占めている。 

   公共交通を充実させるために必要な施策としては、「運行本数の増便」が 67.4％と最も多く、次

いで「運行時間帯の拡大」38.0％となっており、現行の路線バスに対する満足度が低いことがうか

がえる。 

 

    ■自動車等から公共交通への変更の可能性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■公共交通を充実させるために必要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答
10.7%

すでに
公共交
通を利
用してい
る

10.0%

変更して
もよい
25.2%

変更す
るのは
難しい
34.8%

どちらと
もいえな
い

19.3%

67.4

38.0

16.5

18.9

13.5

2.1

6.3

26.0

26.0

0.9

12.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

運行本数の増便

運行時間帯の拡大

所要時間の短縮

運賃が安くなる

運行時刻の正確さ

車両の乗りやすさ

バス停環境の改善

近くにバス停ができる

運行ルートの新設

その他

無回答

％


